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光周波数コムは、マイクロ波～可視波長にわたる領域において、電磁波の周波数を自由に変換

できる道具である。近年、マイクロ波と光領域においてそれぞれ、平均時間 1 秒でアラン偏差が

10-15 程度の高安定発振器が使われるようになってきている。光周波数コムを介してそれらの安定

度を自由に比較できれば、高安定レーザーやマイクロ波発振器単体の性能評価をはじめ、それぞ

れの周波数領域における一次周波数標準器の周波数比較を迅速に行えるようになる。しかし、モ

ード同期ファイバーレーザーによる光コムを用いた場合、平均時間 1 秒でのアラン偏差は、測定

帯域を 100 Hz以下に狭くするなどしなければ、2×10-14程度にとどまっている[1]。 

モード同期ファイバーレーザーは繰り返し周波数が比較的低いため、短期周波数安定度を劣化

させる主因は受光系の位相雑音であると考えられる[2]。この仮説が正しければ、共振器を用いて

光コムのモードを何本かおきに切り出し、繰り返し周波数を整数倍して受光器やその後段の増幅

系の雑音を相対的に低減すれば周波数安定度を向上させられるはずである。 

図の実験系を用いて、それぞれ平均時間 1秒で 2-3☓10-15の周波数安定度を持つ高安定レーザー

と低温サファイア発振器（CSO）を比較したところ、位相同期に用いる繰り返し周波数の高調波

成分の S/N は 15 dB程度改善したものの、

周波数安定度は平均時間 1 秒で 2×10-13に

とどまった。 

我々は安定度が改善しない主因が光共

振器の音響ノイズであり、光共振器の機械

的安定性、および制御性を向上させれば周

波数安定度も向上するのではないかと考え

ている。講演では、新たに用意した共振器

の機械的安定性、および制御性をこれまで

の光共振器とレーザー制御を利用した手法で評価し、比較した結果を報告する。 
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Fig.1 Experimental Set up 
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